
創造的心情の育成に向けて
第4学年「何でも発明家」の実践を通して

加　藤　潔　己

1研究課題
教育の在り方についての見直しがよりいっそう求められているのは周知の通りである。これまで

の教育は子ども達が知識・技能など,与えられたものをどれだけ効率よく取り込み,消化できるか

ということに偏重して重点がおかれてきた。その結果,自分たちで考え,表現し,新しいものをつ

くりだすことや,自分の在り方を自分で決めたり,つくり出していくという力が乏しくなってきて

いると言われている。受験の勝者となって社会に巣立っても,真に「自立した」存在であるかどう

か,こころもとないと言わざるを得ない。

図画工作科の本質的なねらいは「創造的心情の育成」であると繰り返し述べてきた。この「創造

的心情」の「創造」,「創造性」という言葉のとらえを次のように考える。

「創造性」という言葉は,ただ,たんに新しいものを「創る」という意味だけの「創造性」では

ない。「創造性」には,「新しい価値をつくり出す」ということと同時に,「既成の価値を破壊する」

ということも含んでいる。困難な状況にあっても,.それと立ち向かい,既成の枠を越え,自分の新

たな可能性を求めてゆけるチャレンジスピリッツの源である。さらに言えば,「創造性」こそ,人

間が生まれもった普遍的資質である。「もっとこうしたい。」,「こうしたら楽しいだろう。」,「こう

したらもっと便利だろう。」と考え,工夫して,私たち人間は今日の文化を築いてきた。つまり,

生きること,すなわち創造であるといっても過言ではない。これは,学校教育という枠を超え,生

涯にわたって学ぶ力を自ら育んでいくものである。

つまり,新しい発明をしたり,芸術作品を生み出すのみならず,自分たちが,これからどのよう

な人生設計をし,自分の人生をクリエイトししていくかに関わるものであると考える。子ども連が

将来,自分の人生をより豊かなものにしていくためにも,創造性の育成に目を向けないわけにはい

かない。

「自立に向かう子ども」を「自ら求め,判断し,行動できる資質を持つ子ども」と考えるとき,

まさに,「創造的心情を持った子ども」の育成こそ私たちの課題となる。

2　研究の方向

「創造性」について,その育成のための諸能力や要素について挙げてみたい。

創造性に関わる諸能力及び要素

想像力　発想・構想力　思考力　表現力　知識・技能

また,これまでに,図画工作科で重視すべき創造的心情の育成のための条件を次のように構想し

てきた。

①多様な経験,深い感動の体験の保障

創造的活動の機会を与えること。

豊かな気づきや感じとりを育むこと。

本物,価値あるものに出会わせること。

おどろきの心を養うこと。好奇心を持つ場を与えること。

②自由に試行錯誤できる時間と空間の保障
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先入観をもたず,開放された心の柔軟性を養うこと

自主性を育て,冒険性をもたせる

③自信をもたせる支持的風土の保障

自由でのびのびとした雰囲気

間違うこと,失敗することをおそれない雰囲気

他人と違うことをおそれず,違うことを認めあえる雰囲気

本年度は,創造的心情の育成にむけて,想像力,発想・構想力について,研究の焦点を当ててい

きたい。

本校図画工作科として「創造的心情をもつ子ども像」を「自立」の視点でとらえて,次のように

構想した。

◎ 自分 で活 動 の見通 しを もつ こ とが で きる子

◎ よ りよい ものを求め て試行錯 誤 を繰 り返 せ る子

◎課 題解 決のた めの必要 な方 法を考 え る ことが で きる子

◎友 達 の よさを認 め合 え る子

さらに,発達段階を考慮して低,中,高学年別に,子ども像を具体化してみた。

(本紀要,教科提案に掲載)

3　研究の方途

「自立に向かう子ども像」の構想のなかで,中学年段階のものを挙げる。

◎見通しを持てる子

◎自分から活動に工夫や改善を加えながら活動しようとする子

◎よりよいものを求めて試行錯誤を繰り返せる子

◎じぶんらしさを思う存分,表現できる子

◎友達のよさを認め合える子

中学年の児童において「見通しを持つ」ということは,活動の全体を,ある程度「こうしてゆき

たい。」とか「こうなったらいいな」というめあてと,そのために「これを用意したらよさそうだ。」

「こんなことをやってみるといいかな。」

というおおまかな計画が構想できることと

考える。

ただし,その計画も,自由に試行錯誤す

ることによって,変更可能なものであると

いうことは,言うまでもない。あくまでも

おおまかな見通しである。「自分から活動

に工夫や改善を加える」とは,自分の活動

や作品に対して,「これでいいかな。もっ

と工夫することはないかな」と,自らの力

で,自己の内面へ対話することが求められる。
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4　実践事例

第4学年「何でも発明家になろう」

～君のアイデアいくらで売れるかな～

(O　題材について

子ども達にとって,想像の世界で現実にはないものを自由に発想し,架空の発明をしていくとい

うことは大変魅力的であり,あこがれや夢をふくらませながら表現する楽しさは格別なものであろ

う。自由な発想であこがれや夢,アイデアを出し合うことは,想像力を十分にはたらかせ,発想の

能力を育てることになると考える。

子ども達は,マンガ「ドラエモソ」のなかで未来のねこ型ロボット,ドラエモソが次々に出して

くる発明品の楽しさを十分に知っている。しかし,それだけにとどまらず,もっと自分の生活のな

かにある必要感や彼らなりの夢や願いを彼らなりの方法で発想してくる。子ども達の発想から,ひ

とりひとりの生活感や夢,あこがれ,願いを知ることができる。

児童のなかには,なかなかアイデアがうかばない子,友だちの発想にたより,自分らしさが出し

切れない子もいる。発想の方法をヒントづけるなどの支援を行うものの,自分の力でアイデアを出

せるように見守り,励ますことを基本としていく。

また,自分の発明したものを広告にして張り出すことを提案した。自分の作品を他の人にいかに

いかにアピールできるかというめあてでふりかえり,工夫や改善を加える場を設定したいと考えた。

自分の作品に対して,「ここはこの色でいいかな。」「文字はここの方がいいな。」「もっと工夫す

ることほないかな」と,自己の内面へ対話すると期待できる。

(2)指導目標

1.想像の世界で現実にはないものを自由に発想し,架空の発明をしていく楽しさを味わうこ

とができるようにする。

2.日分の発明について広告を作り,見る人によくわかり,しっかり印象づけるようにするため

の工夫をすることができるようにする。

3.日分や友達の工夫・発想のよさに気づき互いに認め合う態度を養う。

(3)指導内容と計画

第一次(1) 第2次(2) 第3次(1)

(全4時間)

(4)指導の実際

第一次(1時間)

指導にあたって以下の点に留意する。
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・導入での参考作品の提示のしかたは,子ども連が活動のめあてや見通しを持ちやすいように,

焦点化する。具体的には,参考作品のなかに秘密の項目があり,子ども達が自由な発想で予想

することによって,発想する項目,アイデアのポイントをクローズアップし,発想する方向に

ついての見通しをつかめるようにする。

名前の予想(かこのパンツの名前は?

機能の予想　②このポッケットの秘密は?
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① ? ? ? ? ? パンツ

ノ　 　ヽ - ③、

l
′′

②

⑤¥ ? ? ? 円

④

①まったく新しいもの

(彰このひもを引っ張ると?

④使用上の注意は?

値段の予想　⑤いくらだろう?

いくらなら売れるだろう?

~　~.~.-r.'',~　~　~　~　~　~　~　-　~　T.-,'''~　~`J　-　-J　.-　T　一　一.一,~',-　-'-l'-..-　-　一　一　一一　一,~　~　-'-　-'L　~.~　~,.'',~　~　~~　-　T　~　~・1

正!①チョべリグパンツ②一日一つだけお菓子が出て

,針くる③速く走れる④水に濡らさない⑤2800円
_　_　__　__L　-__　_・,_.,____　__　▼.__._　__一,,_・..,.____一.・...._.__　_　_-___　_Ⅰ____　_...___T_　_　___.___　____.,・._

正解にこだわらず,「君のアイデアの方が売れるね」

など,子ども達の発想を大切にする。

・発想するのが難しい児童には,発想の方法を類型化

して示す支援を行う。

㊤身の回りにあるものにアイデアを喜①複数のものを組み合せるもの

付け加えるもの

麿塾
l＼

十ヨベ、リ7ノヾンツ ヘル〆、・′ト聖トラニシ′了一

・一人一アイデアと限定せず,複数考えたなかで,自分が気に入ったもの,より独創的(オリジ

ナリティ)なものを選び作品にすることを奨める。

第二次(2時間)

・自分の発明品の広告をつくるときに,見る人に分かりやすくて,しっかり印象づけるようにす

るための工夫について,少し離れた壁に掲示し,振り返る活動を設定する。また,目立つため

の工夫を知るためには,どんなものを調べたり,どんなことを調べるとよいかと投げかける。

子ども達は,新聞の折り込み広告を調べることを考え,折り込み広告集めをした。そして折り

込み広告を調べての気付きをまとめた。(家庭学習)

餌痛こ鴫ブりたこじ
咄卸甲山抽坤明細鵬りり切て払て

強お-　∴一

幽魂晦画痺捌郎哩甥糾
鯛柑陣中嘘的職紹嘩軋最∴
蛮真鯉卓立二富‥

遜提銘品聯拗れ
▼・拠てIJ紬血抽J鍵もりの朝)か

L如拙)に軸かうiの品物如煉り

即その馬子の庵にふて11ちけうど1大

音{-てt.15二

撃瑠瑠踪‖ち如'
腰・1鰍坤的廟e・和水域
モ呵色

璽聖恕空空 l替ぐ.5日飢

1、---一-、-一一・一一一一＼′一一一一

第三次(1時間)

・教室の掲示コーナーやろうかの掲示板に掲示し,見合う場を設定する。

・友だちの工夫・発想のよさを見つけ合う。そして,必要に応じて自分の作品にに取り入れるこ

とを奨める。
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5　考察

(り　検証の視点

振り返りによる作品の変化

・色の変化

・文字かこみ

・彩色に使うペンの変化

1　本題材が,想像力をはたらかせ,発想の能力を育てることができる題材であったか。

2　自ら課題解決のための必要な方法を考え,活動に取り込み,工夫や改善をすることができ

たか。
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(2)考察

【検証の視点1】

検証の方法として,子ども達の作品から

考察する。

・子ども達の考え出した作品群を類型化

①まったく新しいもの………………4種

②身の回りにあるものにアイデアを付け

加えたもの

③複数のものを組み合わせたもの

⑤ペット,キャラクター(7),たまご,

カプセル型(5)

サイテー君

スケスケカプセル

金のたまご

何でもカプセル

スーパーチョベリグT

Vゲーム

ノミーチャルDXレア

ミニザルアンドミニグマ

ミニボケ君ミニボケちゃん

ペンギンにおまかせ

エンゼルにおまかせ

たこにおまかせ

ロケットシューズ

コンピューター鉛筆

こっそりめがね

い-おさいふ

スリスリセット

高性能ウオッチ

だれのサインでもデール

勉強づくえテクチンづくえ

どろばうよけ

ネトネトカーペット

スーパー大辞典

まねき貯金箱

ねがい箱

何でも箱

お金持ち箱

何でもレンジ

災害予知機

お金自動販売機

なんでも金替え機

まねきブタ

チョべリグペット

パンドラの

クチべニ

ミニお料理セット他

・種類が多様になり,試行錯誤等を通して,発想が広がったと考えられる

【検証の視点2】

課題解決(見る人によくわかり,しっかり印象づける)の方法として以下のような試みを行って

いる。

く構図・色づかいの工夫〉

新聞の折り込み広告のデザイン,色づかいを調べることを考えている。

く彩色〉筆箱に入っている細字サインペン,ラインマーカーなどから,太字または極太のカラー

ペソ,太字マジック,顔料マジックなどを自分から持ってきて使うようになった。

・解決のための必要な方法を考え,活動に取り込み,工夫や改善をしている。

6　成果と課題

(1)この授業を通して,子ども達は,想像力をはたらかせ,発想することの楽しさを味わいなが

ら,発想の仕方として,さまざまに試行錯誤することや,組み合わせやつけ加え,身の回りに

目を向ける方法などにふれた。しかし,子ども達の自発性,子どもの側からの発想という点か

ら見ると,まだ指導者側の範疇を越えていない。課題の解決の仕方についても,まだまだ,方

法を子ども達がより自発的に,しっかりと考え出すことが必要である。そのための題材の在り

方,授業展開の在り方を追求することが課題と考える。

また,ふだんから,身の回りのいろいろなもの,この場合の新聞広告あるいは,ポスター,

あるいは,家具,日曜品などのデザインについても,造形作品についても,そのよさについて,

自分の思いや必要によって「しっかりと視る」ということについての必要性を感じた。鑑賞に

ついて,研究することも今後の大きな課題であると考えている。
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